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令和3年11⽉完成の「⻑崎居留地歴まちグランドデザイン」に基づき、実施する事業や取り組み
をまとめた「アクションプラン」が令和5年2⽉に完成しました！概要版を中⾯で紹介しています。

「⻑崎居留地歴まちアクションプラン」完成！

歴まち協議会の活動

・北⼤浦地区コミュニティ協議会
・⼤浦⼩学校PTA
・梅⾹崎中学校PTA
・梅⾹崎中学校区⻘少年育成協議会
・海星⾼等学校
・活⽔⼥⼦⼤学
・⻑崎居留地まつり実⾏委員会
・南⼭⼿地区観光推進協議会
・⻑崎居留地アベニュー実⾏委員会

協議会参加団体
・北⼤浦地区連合⾃治会
・南⼤浦地区連合⾃治会
・浪の平地区連合⾃治会
・⼤浦⻘年会
・浪の平⻘年会
・東⼭⼿地区町並み保存会
・南⼭⼿地区町並み保存会

・オランダ通りマップ制作委員会
・グラバー園
・（公財）⻑崎孔⼦廟・中国歴代博
物館

・旧⾹港上海銀⾏⻑崎⽀店記念館
⻑崎近代交流史と孫⽂・梅屋庄
吉ミュージアム

・東⼭⼿「地球館」
・斜⾯地・空き家活⽤団体つくる

歴史まちづくりに関するお問い合わせ ⻑崎市まちなか事業推進室 095-829-1178
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■協議会
第１５回（令和４年５⽉２６⽇）
第１６回（令和４年６⽉２３⽇）
第１７回（令和４年７⽉２７⽇）
第１８回（令和４年１０⽉５⽇）
第１９回（令和４年１１⽉３０⽇）
第２０回（令和５年１⽉２５⽇）
第２１回（令和５年３⽉２２⽇） 

■勉強会
第１回（令和４年１０⽉２６⽇）
第２回（令和４年１２⽉１０⽇）
第３回（令和５年２⽉２２⽇）

■公開取材
令和５年１⽉１３⽇

■⼤浦⼩学校景観まちづくり教室
令和５年１⽉１７⽇、２６⽇

HUBs Ishibashiがオープンしました報告

令和4年12⽉17⽇、市⺠⽬線で居留地の魅⼒を伝える
ネオ観光案内所「HUBs Ishibashi」が⽯橋電停前にオー
プンしました。歴まちでも居留地エリアの問題として挙
がっていた情報発信の部分を補うべく、若者有志がボラ
ンティアで店番をしています。営業は⾦、⼟曜が13〜20
時、⽇曜が11〜18時です。酒類販売免許も取得し、県産
酒の販売もしています。平⽇のお昼などは、スペース貸
しもしておりますので、地域の会合などでぜひお使いく
ださい。問い合わせ：岩本（090-1164-1251）

令和4年度の歴まちは協議会のほかに勉強会を開催したほか、カレンダー作成、景観まちづくり
教室、他都市視察研修、⻑崎居留地ポータルサイト作成に先⽴つ事務局員公開取材等を実施し、開
港５都市会議新潟⼤会に参加するなどしました。

■福岡県柳川市、⼋⼥市のまちづくり視察
（令和４年６⽉２６⽇）

■⻑崎居留地 地域カレンダー
協賛社を募って700部製作し、販売しました。

■開港５都市会議新潟⼤会
（令和４年９⽉２３〜２５⽇）

洋館サウンディング調査が⾏われました報告

⻑崎市⽂化財課は、市が管理・公開活⽤している居留地エリアの洋館等10軒について、⺠間
活⼒を導⼊した活⽤⽅法を探るべく、⺠間事業者からのアイデアを募集しました。
現地⾒学会・説明会は令和４年９⽉２１、２２⽇に１７団体（県内９、県外８）が参加。対話

は１０⽉３１⽇〜１１⽉７⽇に１２団体（県内８、県外４）が参加し、「飲⾷」「物販」「観
光・体験」「宿泊」など２５件の提案がありました。

タータンプロジェクトが始動しました報告

居留地を代表する偉⼈、トーマス・グラバー⽒の出⾝地であるス
コットランドのラグビー協会か寄贈された「⻑崎タータンチェック」
を居留地のシンボルにしようと、⻑崎居留地アベニュー実⾏委員会と
協⼒し、⻑崎タータン柄のフラッグ（デザインを⼀般公募し、⻑崎居
留地まつりでの投票や審査員の審査を経て決定）を居留地⼀帯の商店
街に掲⽰したり、タータン柄の共通⼟産袋、マスクを作成するなどし
ました。

公式LINE

居留地に関する
情報発信中！



歴史的⾵致維持向上地区計画導⼊

ナガサキタータン活⽤

情報発信

景観まちづくり

洋館等活⽤

賑わい形成

コンテンツ創造

ふるさと教育

斜⾯地移住・定住促進 

⻑崎居留地歴まちアクションプランについて

令和３年11⽉に協議会と⾏政が⼀体となって、地区の将来像
や将来像の実現に向けた⽅針等を⽰す「⻑崎居留地歴まちグラン
ドデザイン」を策定しました。そして、このグランドデザインを
実現するための事業・取り組みについてまとめた「⻑崎居留地歴
まちアクションプラン」を令和5年2⽉に策定しました。この
「アクションプラン」は、グランドデザインを実現するため実施
する事業・取組みについて、官⺠が協働して計画的かつ戦略的に
実施していくため、基本となる考え⽅や事業・取組み内容につい
て整理し関係者で共有するとともに、内外に向けて、この地域で
取り組んでいる歴史まちづくりの考え⽅や事業・取組みに関する
説明書としての役割を果たすことを⽬的としています。
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主 体 求められる役割

住⺠・地域団体 ⾃治会、⻘年会、婦⼈会、
⽼⼈会等

歴史まちづくりの基盤となる良好な暮らし環境を維持・向上す
るために活動し、来訪者や移住者を温かく迎え⼊れることで地
域の関係⼈⼝の増加を促す。

事業者 域内の店舗、宿泊施設等 地域への理解と愛着を持って事業を⾏うことで、地域経済活動
の⼀端を担うとともに、地域社会の課題解決にも取り組む。

公益活動団体 NPO、任意団体等
住⺠・地域団体等と連携しながら、地域性や特定の分野におけ
る専⾨性を活かした活動を⾏うことにより地域のまちづくりを
⽀援する。

教育関係機関 学校、PTA、⻘少年育成
協議会等

学校教育等の現場において⼦供や保護者、学校関係者等が地域
について知る機会を増やすことで地域に関⼼を持つ若者を育て、
地域コミュニティの活性化を推進する。

イベント関係団体 イベント実⾏委員会等 歴史的建造物を積極的に活⽤したイベントを開催することで、
⻑崎居留地の魅⼒を磨き、発信し、域外から来訪者を呼び込む。

歴史的建造物所有者 ⺠間所有者、町並み保存
会等

所有者や⾏政等の関係者で情報を共有しながら歴史的建造物の
維持・保存に努め、その価値を地域住⺠や市⺠、来訪者等に広
く伝えていく。

観光施設管理者 ⺠間観光施設、指定管理
者等

歴史的建造物を魅⼒的に活⽤することで新たな交流・消費を⽣
み出し、地域経済活動の活性化において主要な役割を担う。

歴史的建造物技術者 建築⼠等 歴史的建造物の保存修理に関する技術や知⾒を絶やすことなく
継承・研鑽し、地域住⺠や市⺠も巻き込みながら広めていく。

学術研究機関 ⼤学、研究機関等
⻑崎居留地の持つ歴史・⽂化の価値を学術的に研究するととも
に、その成果を分かりやすい形で市⺠や来訪者に伝え、⻑崎居
留地エリアの価値を⾼める。

関係⼈⼝ ⻑崎市⺠、観光客、域外
の事業者等

住⺠の⽣活にも配慮しながら、⻑崎居留地エリアの歴史・⽂化
を享受するとともに、この地域のまちづくりにも関⼼を持ち、
様々な⽅法で関わり続けていく。

⾏政機関 市、県、国
市⺠の意⾒を聞きながら、各種制度の⾒直しや歴史的建造物の
積極的な活⽤、公共空間の整備、各種⽀援等の⾏政にしかでき
ない事業・取組みに庁内連携して取り組む。

対応⽅針１：時代のニーズに対応した暮らしの実現と快適性・利便性の向上

対応⽅針２：まちづくり活動や地域経済活動の活発化

対応⽅針３：歴史的資源や景観資産等の地域資源の保全と活⽤

対応⽅針４：地域ブランディングの推進

対応⽅針５：地域特性を踏まえた⼟地利⽤のあり⽅の検討

１-１：住環境の整備

１-2：移住・定住の促進

旧⼩学校跡地活⽤1

⼤浦川周辺環境整備2
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２-１：地域コミュニティが⼀体となった⼈づくり

２-2：交流・消費の仕組みの創出

３-１：歴史的建造物等の魅⼒的な活⽤による保存

３-２：総合的で細やかな景観形成
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⻑崎市

⻑崎市

公益活動団体等

教育機関、⻑崎市等

事業者等

事業者等

⻑崎市等

⻑崎市等

協議会等

協議会等

⻑崎市

⼩学校跡地の活⽤について、グランドデザイ
ン等を基に官⺠で協働して検討を⾏う。 

⼤浦川周辺について、浸⽔被害対策等の環境
整備を⾏う。  

斜⾯地で増加している空き家や空き地を有効
活⽤して移住・定住者の増加につなげる。

地域愛の醸成を図るため、エリア内の学校と
協議会が連携し、地域について学ぶ。

地域資源を活⽤したイベントの開催や観光体
験ツアーの造成に積極的に取り組む。

商業振興のイベント開催、そのための市⺠活
動への補助、隣接するエリアとの連携を⾏う。

歴史的建造物の利活⽤を進めるため、保存整
備を⾏うとともに⺠間活⼒の導⼊を促進する。

景観ガイドラインを策定し、景観⽀障物件へ
の対策等を⾏い景観向上に取り組む。 

⻑崎居留地の情報を⼀元化したポータルサイ
ト等を整備し、情報発信を⾏う。

「ナガサキタータン」を装飾物などに積極的
に使⽤し、普及促進と商品開発を⽬指す。

地域の価値向上のために、⼀部の地域につい
て建物⽤途規制の緩和等を検討する。

重点アクションの事業・取組みの基準（懸案となっているもの、事業効果が⾼いもの、各主体連携により推
進されるもの、協議会が主となって推進するもの、影響が⼤きい公共事業）を基に、以下のとおり重点アク
ションを設定しました。

アクションプランを実現するため、様々な主体間で将来像を共有し、以下に⽰すような役割に沿って、そ
れぞれができることを主体的⾏っていくことを⽬指します。

●各主体に求められる役割

●重点アクションの設定

実施主体 概要


